





























































































































































































































































































































あり 3 0 16 19
なし 4 18 23 45






あり 0 0 10 10
なし 1 0 17 18
















































































































水 質 ○ －
土 壌 ○ －
動植物 ○ ○（猛禽類，オオサンショウウオ）
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〔抄　録〕
本研究では，公共事業における環境情報に着目し，環境アセスメントと公共事業評価に
おける環境情報の特徴を整理することで，一連の事業プロセスにおける環境情報の活用方
策を検討することを目的とする。
環境アセスメントによる環境情報は，科学的な手法によって調査予測された情報であ
る。予測結果を踏まえ影響があると評価された場合，環境保全措置が検討され，その環境
保全措置が評価書に記載される。この環境情報の性質は，公共事業評価における情報とし
ても有効であると考えられ，公共事業事前評価においても環境アセスメントによる環境情
報が活用されることが望ましいといえる。
しかしながら公共事業事前評価の運用においては，環境アセスメントによる環境情報は
事業部局の担当者には参照されているものの，評価調書で記載される情報量は多くないと
いう実態が把握された。環境面の観点からは，公共事業評価制度の理念の一つである説明
責任が十分果たされていないと評価できる。公共事業評価による調書には書式による記載
スペースの制約がありうるが，環境アセスメントの実施の有無に関する事実情報や，検討
された環境保全措置に関する記載が行われることが必要である。
